
CPサッカー支援・募金型自動販売機で社会貢献
ボランティア・ベンダー（募金型自動販売機）を設置いただくことで自動的にボランティア活動に参加でき、
売上の一部が寄付できる仕組みです.

゜あなたの１本” がＣＰサッカーへチャレンジする選手たちのために役立ちます！

障がいがあっても、一生懸命にボールを追いかける事を伝えていく！
当法人は2019年に「特定非営利活動法人スポーツアカデミーCASA」を地域住民に対して、各種スポーツ教室に関する事業を

行い、心身ともに健康で明るく、豊かな日常生活を送ることができる環境をつくるとともに、地域交流・世代交流に貢献できるよう
設立し、活動しております。この度、障がい者サッカーの1つである「CPサッカー」チームを新たに立ち上げました。
ーCPサッカーとはー
「脳性まひ者７人制サッカー」として、国内では通称「CPサッカー」と呼ばれています。
CPサッカーの「CP」とは英語の「Cerebral(脳からの）」「Palsy（麻痺）」の略で、脳性まひという意味です。
ーチーム設立の目的ー
サッカーを中心に身体を動かすことにチャレンジし、笑顔や勇気を誰かに伝え、誰かが幸せになること。

CPサッカーチーム、募金型自販機ご興味をお持ちの方は、お気軽に下記へお問合せください。
詳しいご説明をさせていただきます。

ボランティア・ベンダー協会 営業推進担当：柴田
〒162-0813 東京都新宿区東五軒町3-1
ＴＥＬ：０３－６４５７－５８１１
ＦＡＸ：０３－５５７９－８０６６
Ｍａｉｌ：toiawase@volunteervender.jp

特定非営利活動法人スポーツアカデミーCASA
〒329-0205  栃木県小山市間々田148-4167 ㈱ロコス オフィス内
ＴＥＬ：０２８５－３９－８１４３
Ｍａｉｌ：shimano@fccasa.jp
ＵＲＬ：https://fccaca.jp

特定非営利活動法人

スポーツアカデミーCASA

ボランティア・ベンダー協会

１販売につき寄付金 計 ３円

※設置メーカーは選択できます。
一部オペレーターは、ブランドMIXも可能です。
※設置者様のご負担は自動販売機電気代のみ。
※寄付金は、全て自販機オペレーターを通じて
骨髄バンクへお届けします。

mailto:shimano@fccasa.jp


【FC CASA CPサッカーチーム参加者募集】

■参加対象者

仲間と助け合い、一緒にチャレンジしたい気持ちがある方。（男女問わず、未経験者も大歓迎です。）

■会場

白鷗大学人工芝グラウンド（小山市大行寺1117）

ボランティア・ベンダー協会
理事長 堀田 力

こんなに簡単に社会貢献ができるやり方を広めていいのだろうか、と少し心配しています。なにしろ、VVステッカーのある自動
販売機で缶入りの飲み物を買うだけで、自動的に1本につき3円の募金（飲料メーカー様とオペレーター様、設置先様が各1円
ずつ寄付）をすることになるのです。飲み物を買った人は、1円も損をしないで、福祉や環境保護や国際貢献などの分野で頑
張っている人たちに資金を送る引き金を引くことになるわけです。同じ値段で、ただ飲み物を買うだけで、困っている人を喜ば
せ、あるいは、世の中に緑を増やすことができるなんて、そんなに簡単にいいことができていいの、と思ってしまうのです。しか
し、ものごとはきっかけです。たったこれだけのことでいい気分が味わえたのだから、「今日はお年寄りに席をゆずろう」なんて
考える人が出てくるかも知れない。そうやって、ひとつの小さな缶から世の中へと、少しずつ、やさしさの輪が広がっていくことを、
私たちは願っています。

当協会は、自販機を通じて募金を行い、公益団体に寄付する任意団体です。この団体は１９９４年４月に創設されたもので、自
販機による清涼飲料販売を通し、設置先様、飲料メーカー様、オペレーター様の善意を、ボランティア・ベンダー協会を通じて
登録した寄付先・公益団体に寄付されるしくみを創り、運営する団体です。

【募金型自動販売機設置基準】

■１日２０本、月間６００本売上が見込める場所

※販売見込み本数は、自販機管理会社（オペレーター様）が判断します。

■個人・法人問わず設置できます。全国対応可能です。


